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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年9月12日(2019.9.12)

【公表番号】特表2018-529405(P2018-529405A)
【公表日】平成30年10月11日(2018.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-039
【出願番号】特願2018-506403(P2018-506403)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   1/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/00     １０２Ｃ
   Ｈ０４Ｍ   11/00     ３０１　
   Ａ６１Ｎ    1/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月1日(2019.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋込可能な医療装置（ＩＭＤ）（２０）と、
　認証局（ＴＡ）サービスプロバイダ（６０）と、
　前記埋込可能な医療装置と前記認証局サービスプロバイダとの間の第１の安全な通信（
７０Ａ、７０Ｂ）を少なくとも部分的に実行する非ＩＭＤ専用の通信プラットフォーム（
４０）とを備える、システム。
【請求項２】
　前記通信プラットフォームは、埋込可能な医療装置および前記認証局サービスプロバイ
ダから、分離しており、かつ、独立しており、または、
　前記第１の安全な通信によって、通信プラットフォームによる少なくとも第１の安全な
通信の内容へのアクセスを防止する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記通信プラットフォームは前記第１の安全な通信を実行する埋込可能な医療装置（Ｉ
ＭＤ）アプリケーションを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記通信プラットフォームの前記第１部は、前記プラットフォームの前記第１部と前記
認証局サービスプロバイダとの間の第２の安全な通信（３９４）を少なくとも部分的に実
行し、前記第２の安全な通信は前記第１の安全な通信から分離しており、かつ、独立して
いる、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記通信プラットフォームの前記第１部は第１経路と第２経路とを備え、前記第１経路
は前記第１の安全な通信のみを実行し、前記第２経路は前記第２の安全な通信のみを実行
する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記通信プラットフォームの前記ＩＭＤアプリケーションは前記ＩＭＤアプリケーショ
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ンから前記ＴＡサービスプロバイダへの前記第２の安全な通信を実行する、請求項４に記
載のシステム。
【請求項７】
　前記ＩＭＤアプリケーションによって送信された前記第２の安全な通信に応じて、前記
認証局サービスプロバイダは、前記通信プラットフォームを介して前記埋込可能な医療装
置へ送信されるべき前記第１の安全な通信の少なくとも一部を形成する、請求項６に記載
のシステム。
【請求項８】
　前記ＩＭＤアプリケーションは、前記認証局サービスプロバイダと前記埋込可能な医療
装置アプリケーションとの間の前記第２の安全な通信を介して、前記埋込可能な医療装置
の動作を少なくとも部分的にモニタリングし、
　特に、前記第２の安全な通信は、前記埋込可能な医療装置と前記認証局サービスプロバ
イダとの間の前記第１の安全な通信と少なくとも部分的に同様なデータを含む、請求項４
に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ＩＭＤアプリケーションは検出した生理学関連情報を受信する、請求項１に記載の
システム。
【請求項１０】
　前記認証局サービスプロバイダは、前記埋込可能な医療装置によって状態を評価する状
態管理部（１０９０）を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記状態評価は検出した生理学関連情報に少なくとも部分的に基づくものである、請求
項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記認証局（ＴＡ）サービスプロバイダは第２の安全な通信を前記ＩＭＤアプリケーシ
ョンへ送信し、前記第２の安全な通信はＩＭＤアプリケーションのユーザインターフェイ
スにおいて表示可能な状態情報を含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ユーザインターフェイスは、前記ＩＭＤアプリケーションから前記埋込可能な医療
装置の外部のアプリケーションへのデータ転送、および、前記ＩＭＤアプリケーションか
ら前記認証局サービスプロバイダへのデータ転送を実行する転送機能を備える、請求項１
２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記認証局（ＴＡ）サービスプロバイダは状態管理部（１０９０）を含み、前記状態管
理部は、前記認証局（ＴＡ）サービスプロバイダから前記通信プラットフォームを通じる
前記第１の安全な通信を介して、前記埋込可能な医療装置の動作に対する調整を選択的に
実行する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記調整は、検出した生理学関連情報に少なくとも部分的に基づくものであり、または
、
　前記調整は、前記埋込可能な医療装置のみによって収集されるデータに基づくものであ
り、または、
　前記調整は、前記埋込可能な医療装置によって収集される状態情報および医師によって
構成可能な規則セットに基づくものである、請求項１４に記載のシステム。
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